
別記第 1 号様式 支出調 室
田

• 

代表者 経理責任者 起案者
¥ 

会派名 ⑮ G語 高橋善鷹
日本共産党郡山市議団
事 費 金 額

} 

区 分 出 目、. 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 5<:通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 4川市総同 広報誌(紙) 264, 000 報告書等印刷費 408, 375 
ウェブページ

お勿
送料{折込料含む} 144, 375 掲載代
茶菓子代 振込料

L 

会場費 交通費
ト一一一一一

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要陳 請 ・ 自動車燃料費 資料作成費5 情活動費
、ー

振込料
/ 

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新聞(日刊紙) 雑誌等購読料購読料
有料データベース

振込料等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料
、、, 

備品購入費
事務機器等i

リ}ス代
、

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通自 信運搬・
軍話料等(按分) 郵便料等

11 動車燃料費 自(按動分車)燃料費 その他

支出年月日 2023年4月 19 日 現支金出出番納号簿 l 合計 408, 375 

• 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 1 

区 分 ※該当する区分にO印 費目 名

15L0 調要事請査務，陣研情所究活動費費捜 1|川62 1研会 通修議信運費費搬 i|自③7動車資燃広料料作費報成I郵費惚費料等I) 48 広資料聴購入費費 広報誌(紙)

支出費目を記入 l

会派市議会だより発行
支出目的 師同明-"司~'-拘司山田"相同閉山市輔戸署_...-"-司』咽.._----伺輔副，-側関司，-，柿叩.._---・町四回同町田町甲申自由--句司自.._".-ー叩山骨甲田村・"._.-崎・・--“時甲山・--，岨自由引..._.帽句園周目白・.__..司曹由剖"剛山崎」町田甲山・E岨"由団四胃---町胃向"田即時岨四回'ー--・句曹四世帽個・"蝿骨.輔自ー"・ー・・由ーー『目白骨'-・H伺叫帽司回目

(支出事由) a ・・4問回目白日一一一品一一骨剖山山町田明-t~_目制叩回目白山田刷『日『甲骨ーー-明神ー・曲目由一~由『神-崎山田一ーー・山田ー_.._-回目戸一市園田崎唱団市山崎"“目--ム-一回了目『山、叫削開園田一"自“四日一一・四時一.，一四回目四一一司吋時制問問申-_.-・・日値目甲山-ー

r 

会派市議会だより 4 万枚印刷発行費用め支払い
----叫ーー』一四回目，，_.:.._._-柵間四四“一甲山田-・ー--“・-帽回一.-...一...."神町田甲山田向甲山申崎"“，，-一司白骨骨申-'---ー田町田四四"問由山山・四"戸田山一同岨戸"'''_--.!一回目関川-咽』目値目----・---ー恒国_._-申}町四一ーーー聞{田町甲両申由伊向

• 内 者rチ~

• 

国副占伺恒--ー・』由F回・司市岡山闘目.....f..---・目白圃情，，-骨『・ーーー曲ー由帽回目抽出坤『申伸ー盛『ー-叫町H山帽困問自白骨司曹関品目由回抽開由-ー"・由山H園骨悼岡田『・四-，-・明・回目・叩目白--圃E句--四回目“「田陣同町~目働~崎剖四日一帽判開聞師四回目白崎咽嶋田'品目押品田陣『軸圃山由『局品"‘骨串圃--自由--

支出年月日 支 出 先

2023 年 4 月 19 日 有限会社郡山共同印刷

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

ペ

F 

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額

64, 000事

高橋善1台'湾Aぢ-r5主ζ7ポ¥ i 
日'

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付して〈ださい。



別記第11号様式

領収書等整理票

• 
、

請求書誕23 年 4 月」之旦

日尽きそ産品部」主議昆一一一:埜
下記のとおり御請求申し上げます

国Lv
 m印

一
問

恥
一
師
同
一
ト

脚
共
一
川

細
山i南

側
郡
…
出

版
限
社
締
官

官
有
会
取
バ

A己
司陶 喰

一、

A 

鼻去
、

4持

口口口 名 数 量 単 {凶 金額(税抜・税込) 摘 要

之 l必
新.t.，，:.向g 扮，A4m乙

三回議冷 Jご J ~l がふ60J 6' 。 。 d o 

2 互円手ぜ区制喜左ま1 て1.4，・λ ‘ ミタ &'.f;/gも .;' 、マ? L j 主z 立 2 t 。
3 

A L 
vヌ，

5 
E問、

6 
。

雪-y 

7 "' 

ムロー 計 i?|/ J; 。
一

2 

|税率 110 -~% I 消額費税等 12 12!r 税込 y 
合計金額 ú ,.,.ð 8.1' " 

• 

, ~ 
コヲヨウ-333

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 mmX 

2 対象外面積

① o m皿× o mm= 
② m皿× 血血=

③ mmX mm= 

④ mmX m皿=

⑤ mmX E皿=

計

3 按分割合

2 面 207， 044

。 m~ 

rrufi 

m~ 

rrufi 

mm 2 

。 ma---n 

主 -;- i.. X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

rrufi ・ • 1 

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率 o % , 0 円・・・世

(1円以下切り上げ)

支出額 264， 000 円一世=対象経費 264.000 円



• • 旬、、

つF33 之咋~ N"" 

い『鎗禽無償化』中掌携で実現-一一一
ー目も早い小学榛無償化実現にカをあわ世ましょう j

「一市民の

j た

ユ7[

市
民
生
活
は
物
価
高
騰
で
大
変
な
の
に

市
長
と
議
員
の
ボ
ー
ナ
ス
値
上
げ
を
賛
成
多
数
芳
可
決

市
議
会
3

月
定
例
会
は
2

月
行
白
か
ら
3

月
げ
白
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

品
川
市
長
提
案
の
具
体
的
な
施
策
に
は
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
市
民
の
願
い

に
こ
疋
え
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
市
長
や
市
議
会
議
員
の
期
末
手

当
円
ボ
ー
ナ
ス
)
の
引
き
上
げ
な
ど
容
認
で
き
な
い
議
案
も
あ
り
提
出
さ
れ
た
議
案

花
件
中
竹
件
に
は
反
対
を
表
明
し
、
岡
田
哲
夫
市
議
団
長
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
代
表
質
問
に
岡
田
哲
夫
団
長
、
一
般
質
問
に
高
橋
善
治
市
議
が
た
ち
、

市
民
要
求
の
実
現
と
品
川
市
政
の
ゆ
が
み
の
是
正
を
求
め
ま
し
た
。

目立つ大型プロジzクト

-麓山立体駐車場 (R3年12月契約)幸司 l Hl意円

@歴史情報公文書館 (R4年12月契約)約30億円

・開成山運動施設改修維持管理運営

事業(令和5年3月契約)

約98億円

・開成山公園改修維持管理運営事業

(令和4年12月及ぴ令和5年3月契約)

約21億円

-
市
園
間
・
市
醜
会
議
員
な
ど
特
別
醸
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き
上
げ
闘
連
の
嘩
嚢

物
価
高
騰
の
な
か
で
大
変
に
な
っ
て
い
る
市
民
生
活
に
配
慮
し
市
民
生
活
を
応
援
す
る

施
策
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

品川市長3期目、

-
開
成
山
体
育
施
設
(
体
育
館
・
野
球
場
・
陸
上
競
技
場
な
ど
)
、
開
成
山
公
園
の

民
間
事
業
者
主
導
に
よ
る
改
修
維
持
管
理
運
営
一
括
事
業(P
F
l
事
業
)

関
連
の
議
案

開
成
山
体
育
施
設
に
係
る
予
算
総
額
は
約
間
四
億
円
。
事
業
期
間
は
日
年
に
も
及
び
契
約

.
相
手
は
全
国
展
開
の
企
業
が
中
心
。
そ
の
う
え
駐
車
場
有
料
化
と
ベ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ツ

キ
設
置
な
ど
市
民
負
担
を
新
た
に
強
い
る
事
業
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。



• • 
(
岡
田
質
問
の
続
き
)

質
問
・
中
学
生
の
無
償
化
実
施
で
、
小
学
生
の
保
護
者

と
の
負
担
格
差
が
大
き
い
。
小
学
校
に
お
い
て
も
、

最
低
限
半
額
補
助
の
実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
庁
内
研
究
会
や
給
食
関
係
者
な
ど
の
意
見
を
間

き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
、2
0
2
4

年
度
予
算
に
計

上
で
き
る
よ
う
年
内
に
は
方
向
性
を
定
め
る
。2
0

2
3

年
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
財
政
支
援
を
踏
ま
え

な
が
ら
関
係
部
局
と
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

代
表
質
問
で
は
さ
ら
に
生
句

A
N

活
保
護
制
度
に
関
わ
っ
て
、
‘
司
令
予
想

閉
じ
さ
一

国
に
対
し
て
早
急
に
扶
助
費

a
r
k
P
4〈臨
一

の
見
直
し
の
具
申
と
、
窓
口
預
似
耕
一

に
お
け
る
市
職
員
の
対
応
の
お

u
遺
品
一

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

a
岡
田
・
『

l
t
f

一
~

市議会だより

市長・議員のボーナスアップ
しなければ・・・

(2) 

一
般
質
問

高
橋
善
治
市
議

物
価
高
嶋
下
に
お
け
る
'
集
者
支
援
鎌

・
商
店
街
街
路
灯
の
維
持
管
理
に
支
援
を

質
問
・
商
店
街
の
衰
退
の
中
で
街
路
灯
を
管
理
し
て

い
る
組
合
は
組
合
員
の
減
少
と
電
気
代
高
騰
で
存

続
の
危
機
に
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で

①
管
理
組
合
の
実
態
調
査
を
行
い
新
た
な
支
援
策

等
を
検
討
す
る
こ
と
。

②
当
面
の
措
置
と
し
て
電
気
料
補
助
割
合
を
高
め

る
。

③
希
望
に
よ
っ
て
は
電
気
料
全
額
補
助
が
で
き
る

公
衆
街
路
灯
へ
の
移
行
も
検
討
す
る
、
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

答
弁
:
①
組
合
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
補
助
金
申
請

時
な
ど
に
行
う
。

②
補
助
割
合
は

8
0
%

と
高
い
水
準
な
の
で
引
き

上
げ
は
し
な
い
。
今
後
の
電
気
料
等
の
推
移
を
注

視
す
る
。

③
商
店
街
街
路
灯
は
商
業
目
的
、
公
衆
街
路
灯
は

一
般
通
行
人
の
た
め
の
防
犯
灯
で
あ
り
目
的
が
違

・
円
ノ
。

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
利
用
へ
の
支
援
を

質
問
:
国
の
物
価
高
騰
対
策
で
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

値
段
抑
制
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
利
用
量
が
多

い
事
業
者
へ
市
と
し
て
支
援
を
行
う
べ
き
。

答
弁
:
今
後
の
対
応
は
価
格
変
動
や
国
の
施
策
効
果

を
見
て
検
討
す
る
。

2023年4月

商店街街路灯の電気料補助率を 10%引き上

げるのに必要な財源は、 115万円。市長や

議員など特別職のボーナス引き上げに必要な

財源は 160万円。

市議会で市長が提案したボーナス引き上げ議

案を否決すれば財源は確保できたのです。市

民生活に配慮した判断ができる市議会議員が

多数にほることを願います。

市
在
所
駐
車
渇
等
の
有
料
化
を
や
め
よ

質
問
:
開
成
山
公
園
や
開
成
山
体
育
施
設
用
駐

車
場
の
有
料
化
に
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
た

め
に
、
市
役
所
、
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
館
利
用

者
等
は
無
料
と
は
い
え
毎
年
多
額
の
費
用

(
3
3
0
0
万
円
)
を
か
け
て
駐
車
場
の
有
料

化
を
行
う
の
は
止
め
る
べ
き
だ
。

答
弁
:
市
役
所
な
ど
の
利
用
者
の
駐
車
ス
ペ
!

ス
確
保
と
開
成
山
公
園
、
体
育
施
設
駐
車
場

な
ど
と
の
均
衡
を
踏
ま
え
利
用
の
適
正
化
・

効
率
化
を
図
る
の
が
目
的
。
受
益
者
負
担
、

公
有
財
産
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
市
役
所

.
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
館
の
利
用
者
以
外
か
ら

使
用
料
を
と
る
。

放
射
能
除
染
地
場
指
定
解
除
に
あ
た
ヨ
て

質
問
:
除
染
が
終
了
し
放
射
線
量
が
基
準
を
大

幅
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
環
境
省
は
新

年
度
か
ら
除
染
地
域
の
指
定
を
郡
山
市
と
協

議
の
う
え
解
除
し
ま
す
。
し
か
し
、
廃
炉
作

業
は
進
ま
ず
、
山
林
等
の
多
く
は
手
つ
か
ず

の
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

①
リ
ア
ル
タ
イ
ム
線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
監
視
体
制
を
継
続
す
る
よ
う
国
に
求
め
る

こ
ト
コ

②
自
家
消
費
野
菜
等
の
検
査
場
所
の
縮
小
中

止③
ひ
ら
た
中
央
病
院
に
お
け
る
ホ
l

ル
ボ
デ

ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
検
査
を
年
齢
に
関

係
な
く
無
料
に
す
る
こ
と
。
の
3

点
を
求
め

ま
し
た
。

答
弁
・
①
配
置
見
直
し
を
行
う
場
合
住
民
の
意

向
を
踏
ま
え
て
関
係
自
治
体
と
協
議
し
な
が

ら
配
置
の
適
正
化
を
行
う
よ
う
原
子
力
規
制

庁
に
要
請
す
る
。

②
専
門
的
な
知
識
の
必
要
な
こ
と
や
費
用
の
面

か
ら
み
て
現
在
の
5

ケ
所
か
ら
保
健
所
I

か

所
に
統
合
す
る
。

③
利
用
状
況
か
ら
み
て
現
行
(
凶
歳
以
下
無
料
、

そ
れ
以
外
は
3
0
0
0

円
)
の
ま
ま
と
す
る
。

国
民
健
康
保
敵
視
置
い
負
担
で
大
変

な
の
に
大
幅
属
字
で
も
値
上
げ

国
民
健
康
保
険
は
市
町

村
に
変
わ
っ
て
県
が
財
政

運
営
に
権
限
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
市
町
村
は
国
保

税
な
ど
を
財
源
に
県
が
示

す
納
付
金
を
県
に
収
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
)
ー
は

H
4

そ
の
結
果
、
県
は
令
和3

弓
場
。
山
日

年
度
決
算
で
9
3

億
円
も
の
イ
バ
\
一
一

J
柄

累
積
剰
余
金
(
黒
字
)
を
計
上

/
ν
み
ぷ
こ

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
郡
山
市
は
県
〈
の
納
付
金
が
不
足

す
る
と
し
て
、
令
和
4

年
度
の
国
保
税
値
上
げ
を

行
い
ま
し
た
。

質
問
・
県
の
剰
余
金
を
活
用
す
れ
ば
令
和

4

年
度

の
国
保
税
引
き
上
げ
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
は

E

、

2
0

ふ
山
一
し
カ

答
弁
:
県
の
通
知
に
従
い
市
議
会
で
も
今
後
の
こ

と
も
踏
ま
え
へ
値
上
げ
を
審
議
い
た
だ
い
た
。

決
算
剰
余
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
保
険
税
の
負

担
軽
減
と
な
る
よ
う
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

と④す③手Ijと②満車る料① を対庫出ま 的 つつしを
題整主昇:主すで認め提をれそ割をり 畢簡:雪 なでは毘め主自。無る上 を よ及文市通策 ホ文てて建つ共 麗号料こ下露用 周 品び化にしと l 化ほし設く産議室

請願名 採決の結果
時え水 知時 無セはましで/レセしまにれ需 理官介る た出は 市 な的要間 道ぴしにり料ン策対して 90 胃E寺 ンいつ反ば ・

インボイス制度導入の中止を求める意見書提出の議願 不採択 局か分は返化タ よ領主言 タとた対渋議;混体 の 入こさ軍補警基主E 町いい官し品 のけ散最し対!とえ料 利|恩以し滞混団 董酷 取県でとせ 村かー
'国民健康保険税の負担軽減を求める請願 不採択 ま 敷る出大 象や中し の 用な 大つ上て は り内はしる の の

し問 地こ庫 の てグ方 中てはき雑狭 組のなかな 策書政 院瞳会酎
後期高齢者医療の保険料を引き下If 、 75愈以上の一定所得以上 宅を をえや崖一一号要手重墨 方央 l でかどホい市たはい 場 みい認、ど

の高齢者の窓口負担2倍化中止を求める請願
不採択

3 臨 他まるも公 トもるで|ま民経緯 必敷 の震かめ圧と一主 勇自
時 時 駐でこ事民 が事号方1 満ル士に 至地 一税を な力攻聖書 岬如

郡山市における晶齢者ドライパー免許返納を促進するために高齢者の乗り
不採択 駐 車 90 え前館 品前 車、 役はでにす 環 いを 2 で治ら

合いパス無料化を求める請願 事司 車 場分 喜精の 開閉護精ぁに中 立ああ大る軍 認と統ー のは強めし、 保国 にの
保険調剤薬局への無料低額嘗療事業に関する請願書 不採択

場、程 協 な央つりる型

識しする 地方る。赤字長警税の 対す鰻り l延 と 交度 ヵ 2 つ公 E主まこ立た
原発回帰をまねく GX法案に関する請願書 不探択 長 し 通必 をも まし にすた民 草すと体め

すて機要活学て駐場雪揚がを駐 Iこ ていた2 警分実国解普る子詰 介るれ入
福島県最低賃金の引き上!ずと早期発効を求める意見書の提出について 探択

る提~関な用 車合 で、指車
ヤ

供 のこ す無 券 は自 あ作摘場 とi 謀 反が画え等 入を」



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 1 

, 区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

土160 旦要事請査務・陣予欄空所費費 111621 1研会 蹄修議運費費搬 !③1資料作E成費i1tf8王資料1購り入費-iz- 送料(折込料含む)

-自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

会派市議会だよりを新聞朝刊に折り込み費用の支払い
支出目的 一四百事曲目由自由司軒申帽H・司制吋H・M・-圃骨骨町田ー市品目出回目ー・・由輔自骨甲山咽四回目園田四回目四百四回H・回輔副個師"“"由骨曲目白田町四句""町田岬恒輔角田"坤"園田"・巾回同町田由自回同時制司・・・・旬町四曲伺圃剖H回輔副司由併四骨四回目r"市制四"-，，唱凶町噌四四.....~・M・...... 向・4同制問悼冊目'問団輔-回目ー四甲申田・幅制向山崎』暢幅四四山~....

(支出事由) 伊合由叩四回即日目白山}叩ー司国企由......_.".....甲一日"田町叩........山両日目『目ー一ー-山一山..._.・占・ーー-，.甲山申目白..J...... 園田副園田山田山山..... 山町一一…曲由時四回申同町一同一戸町一一一._...町一一回4一ー-一一一一一帽恒骨晶司叩』一一ー司戸帽叫田叫岨』白日一』骨骨回一白・ー

k 

会派市議会だより 37500 枚の折り見込み費用

el 内 容

• 

山相自-咽且命一"嗣・曲".. 由自由，...-ー百四回同一ー一戸町一一山+市M一一一一-岡田町町一目曲目ーー司桐ーー』骨刊号曲目・岨』晶司.._..，_.-岨・ー剖一一"個ー一白山骨四一"司帽個『目白骨{曲目『・ーー甲宇曲目。仲間品目白悼#目"申‘明一一『宇申』四四目白-_..-岨『司』ーーーーー申申甲田利

支出年月日 支 出 先

2023 年 4 月 19 日 有限会社郡山共同印刷

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額

144， 375 円

高橋善治(動
"・

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



μ出様恥口懐旧制 DR

• 

ι戸

閉山
州制M明

DM4 什~e同ト

九日田
明E

'
二
仁

j

E
 
q
 掛
gd;

諜巴廿長恥T司可7戸~寄平
sιぷぷ主ζ今
、

<l� 'til 

唱
。
、

4内3
骨

詳
、
‘
M

L
h
-

結
J9

・
門

馬
苦手

電b
T

'1,. 
¥
4
�
.
l
 

--:'L豆
崎

れ
~liil;ñ

邸
[
骨
三

緩
や

相
ト
一
一
一
一
一
十
一
一
一
一
一

4
司

‘
垣
、
、
け

N
 

却
ヨ

昼
、h

、QI
,,: 

ε、、
泌

"¥..j 
1
 <1;7
1
 

I
 "
�
 

mlmij 
均一

~1.lt. 
認臨制V

S
 

寝
鰭

端
主

ト
一
一
一~ 
。、
、

ト
一
一
一
一
一
'

L
 

、、--1:.
除若手

~! 
::-t

L~ 
I
 

I
Ttl�� 
~
 

吋

f
 

暗
司会匹自1積

。
作、

吋占11. 
N
 

.
~
~
I
'
M

司
1
'
0
叫

3
ト
、了
ー

d
官
、
宇
崎

• 
-
域
b

。ニ抑制〉ドJ主桂川一小川吋 戸
二
〉

お.ill 
E
ι
4
 

"\、、

、
制F20略的担制排抑長町pe訴憾※



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 皿皿× 382 凹×

2 対象外面積

① o mmX O 皿=

② mmX m皿=

③ m皿× 血皿=

④ mmX mm二

⑤ mmX ,mm= 

言十

3 按分割合

2 面 207， 044

。 mIfi 

mIfi 

mIfi 

皿長

mIfi 
。 mIff・・・ 2

主 ...;- X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

mIff 

支出額 144, 375 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円・・・出

( 1 円以下切り上げ)

支出額 144, 375 円一出=対象経費 144， 375 円
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了一市民の願い『錨禽無償化』中学様で実現一一
ー-ー目も早い小学糠無償化実現にカをあわせましょう j

jξ 

ム71

v 

市
民
生
活
は
物
価
高
騰
で
大
変
な
の
に

市
長
と
議
員
の
ボ
ー
ナ
ス
値
上
げ
を
賛
成
多
数
芳
可
決

市
議
会
3

月
定
例
会
は
2

月
行
白
か
ら
3

月
行
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

品
川
市
長
提
案
の
具
体
的
な
施
策
に
は
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
市
民
の
願
い

に
こ
た
え
る
も
の
も
あ
り
ま
し
だ
が
、
そ
の
一
方
で
市
長
や
市
議
会
議
員
の
期
末
手

当
(
ボ
ー
ナ
ス
)
の
引
き
上
げ
な
ど
容
認
で
き
な
い
議
案
も
あ
り
提
出
さ
れ
た
議
案

万
件
中
日
件
に
は
反
対
を
表
明
し
、
岡
田
哲
夫
市
議
団
長
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
代
表
質
問
に
岡
田
哲
夫
団
長
、
一
般
質
問
に
高
橋
善
治
市
議
が
た
ち
、

市
民
要
求
の
実
現
と
品
川
市
政
の
ゆ
が
み
の
是
正
を
求
め
ま
し
た
。

目立つ大型プロジェクト

-麓山立体駐車場 (R3年12月契約)約 1 11:意円
・歴史情報公文書館 (R4年12月契約)約30億円

・開成山運動施設改修維持管理運営

事業(令和5年3月契約)

約98億円

・開成山公園改修維持管理運営事業

(令和4年12月及び令和5年3月契約)

約21億円

-
市
長
・
市
鶴
会
菖
員
な
ど
特
別
職
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き
ょ
げ
聞
連
の
輯
襲

物
価
高
騰
の
な
か
で
大
変
に
な
っ
て
い
る
市
民
生
活
に
配
慮
し
市
民
生
活
を
応
援
す
る

施
策
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

品川市長3期目、

-
開
成
山
体
育
施
設
(
体
育
館
・
野
球
場
・
陸
上
競
技
場
な
ど
)
、
開
成
山
公
園
の

民
間
事
業
者
主
導
に
よ
る
改
修
維
持
管
理
運
営
一
括
事
業{
P
F
l
事
業
)

関
連
の
議
案

開
成
山
体
育
施
設
に
係
る
予
算
総
額
は
約m
m億
円
。
事
業
期
間
は
口
年
に
も
及
び
契
約

.
相
手
は
全
国
展
開
の
企
業
が
中
心
。
そ
の
う
え
駐
車
場
有
料
化
と
ベ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ツ

キ
設
置
な
ど
市
民
負
担
を
新
た
に
強
い
る
事
業
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

P
F
I

事
業
は
再
検
討
を

質
問
:
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
P
F
I

事
業
拡
大

の
前
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
見
直
し
の
事
情
な
ど

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
事
業
推
進
の
再
検
討

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
公
共
施
設
等
の
整
備
の
際
、
従
来
手
法
に

優
先
し
て
P
F
I

手
法
の
導
入
を
検
討
す
る
よ

う
国
ら
指
導
さ
れ
て
お
り
、
郡
山
市
は2
0
1

7

年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
概
ね
川
億

円
以
上
の
施
設
の
更
新
や
新
規
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
優
先
的
に
P
F
I

の
検
討
を
行
っ
て

い
ヲ
匂
。

導
入
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
外
部
の
客
観
的
視

点
を
交
え
な
が
ら
、
「
導
入
可
能
性
調
査
」
を
実

施
し
て
い
る
。



• • (2) 

市長・議員のボーナスアップ
しなければ・・・

(
岡
田
質
問
の
続
き
)

質
問
'
中
学
生
の
無
償
化
実
施
で
、
小
学
生
の
保
護
者

と
の
負
担
格
差
が
大
き
い
。
小
学
校
に
お
い
て
も
、

最
低
限
半
額
補
助
の
実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
庁
内
研
究
会
や
給
食
関
係
者
な
ど
の
意
見
を
開

き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
、
2
0
2
4

年
度
予
算
に
計

上
で
会
る
よ
う
年
内
に
は
方
向
性
を
定
め
る
。2
0

2
3

年
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
財
政
支
援
を
踏
ま
え

な
が
ら
関
係
部
局
と
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

代
表
質
問
で
は

E
E
l
-
h

品

活
保
護
制
度
に
関
わ
っ
て
、

m
f
i
j

剛
一
りu
-
A
L
]一吋

国
に
対
し
て
早
急
に
扶
助
費
鋼
一
ト

J
-
E
f誌

の
見
直
し
の
具
申
と
、
窓
口
、
a

一W
州
嚇

に
お
け
る
市
職
員
の
対
応
の
・
p
l
n
噌
?
一

向
日
-
u
高
翠
-
J

改
善
を
求
め
ま
し
た
。
、
両
七
月
比
「
よ
附FH
M
1
4
w
 

市議会だより

高
橋
善
治
市
議

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
利
用
へ
の
支
援
を

質
問
・
国
の
物
価
高
騰
対
策
で
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

値
段
抑
制
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
利
用
量
が
多

い
事
業
者
へ
市
と
し
て
支
援
を
行
う
べ
き
。

答
弁
・
今
後
の
対
応
は
価
格
変
動
や
国
の
施
策
効
果

を
見
て
検
討
す
る
。

2023年4月

商店街街路灯の電気料補助率を 10%引き上

げるのに必要な財源は、 115 万円。市長や

.議員など特別臓のボーナス引き上げに必要な
財源は 160万円。

市議会で市長が提案したボーナス引き上げ議

案を否決すれば財源は確保でき疋のです。市

民生活に配慮しだ判断ができる市議会議員が

多数になあことを願います。

市
役
所
駐
車
繍
等
の
有
料
化
を
や
め
よ

質
問
・
・
開
成
山
公
園
や
開
成
山
体
育
施
設
用
駐

車
場
の
有
料
化
に
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
た

め
に
、
市
役
所
、
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
館
利
用

者
等
は
無
料
と
は
い
え
毎
年
多
額
の
費
用

(
3
3
0
0
万
円
)
を
か
け
て
駐
車
場
の
有
料

化
を
行
う
の
は
止
め
る
べ
き
だ
。

答
弁
:
市
役
所
な
ど
の
利
用
者
の
駐
車
ス
ペ
i

ス
確
保
と
開
成
山
公
園
、
体
育
施
設
駐
車
場

な
ど
と
の
均
衡
を
踏
ま
え
利
用
の
適
正
化
・

効
率
化
を
図
る
の
が
目
的
。
受
益
者
負
担
、

公
有
財
産
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
市
役
所

.
ニ
コ
ニ
コ
子
ど
も
館
の
利
用
者
以
外
か
ら

使
用
料
を
と
る
。

放
射
能
除
染
地
揖
指
定
解
障
に
島
た
っ
て

質
問
・
除
染
が
終
了
し
放
射
線
量
が
基
準
を
大

幅
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
環
境
省
は
新

年
度
か
ら
除
染
地
域
の
指
定
を
郡
山
市
と
協

議
の
う
え
解
除
し
ま
す
。
し
か
し
、
廃
炉
作

業
は
進
ま
ず
、
山
林
等
の
多
く
は
手
つ
か
ず

の
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

①
け
ノ
ア
ル
タ
イ
ム
線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
監
視
体
制
を
継
続
す
る
よ
う
固
に
求
め
る

こ
ん
」
。

②
自
家
消
費
野
菜
等
の
検
査
場
所
の
縮
小
中

止③
ひ
ら
た
中
央
病
院
に
お
け
る
ホ
l

ル
ボ
デ

ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
検
査
を
年
齢
に
関

係
な
く
無
料
に
す
る
こ
と
。
の
3
点
を
求
め

ま
し
た
。

答
弁
:
①
配
置
見
直
し
を
行
う
場
合
住
民
の
意

向
を
踏
ま
え
て
関
係
自
治
体
と
協
議
し
な
が

ら
配
置
の
適
正
化
を
行
う
よ
う
原
子
力
規
制

庁
に
要
請
す
る
。

②
専
門
的
な
知
識
の
必
要
な
こ
と
や
費
用
の
面

か
ら
み
て
現
在
の
5

ケ
所
か
ら
保
健
所
ー
か

所
に
統
合
す
る
。

③
利
用
状
況
か
ら
み
て
現
行
(
四
歳
以
下
無
料
、

そ
れ
以
外
は
3
0
0
0

円
)
の
ま
ま
と
す
る
。

国
民
健
康
保
眼
視
置
い
負
担
で
大
変

な
の
に
大
幅
黒
字
で
も
値
上
げ

国
民
健
康
保
険
は
市
町

村
に
変
わ
っ
て
県
が
財
政

運
営
に
権
限
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
市
町
村
は
国
保

税
な
ど
を
財
源
に
県
が
示

す
納
付
金
を
燥
に
収
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ー
ヘ
ノ
、
山
口
P

そ
の
結
果
、
県
は
令
和
3

ス
ぃ
場
。
明

年
度
決
算
で
9
3

億
円
も
の
イ
バ
勺
一
?
」
刑

累
積
剰
余
金
(
黒
字
)
を
計
上

/
ν
み
A
ご

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
郡
山
市
は
県
へ
の
納
付
金
が
不
足

す
る
と
し
て
、
令
和
4
年
度
の
国
保
税
値
上
げ
を

行
い
ま
し
た
。

質
問
・
県
の
剰
余
金
を
活
用
す
れ
ば
令
和
4
年
度
。

の
国
保
税
引
き
上
げ
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
は

t

、
主
。

ふ
山
'
V
A
M

答
弁
:
県
の
通
知
に
従
い
市
議
会
で
も
今
後
の
こ

と
も
踏
ま
え
へ
値
上
げ
を
審
議
い
た
だ
い
た
。

決
算
剰
余
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
保
険
税
の
負

担
軽
減
と
な
る
よ
う
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

1 

的
な
一
一
般
会
計
か
ら
の
繰
砂
入
れ
を

怠
い
の
は
地
方
自
治
に
対
す
る
介
入

な
い
か

で毘自
はめ主

市
町
村
の
政
策
判
断
で
国
保
税
の
子
供
均
等

を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
軽
減
す
る
と
、

一
は
赤
字
補
填
だ
と
攻
撃
し
、
赤
字
解
消
計
画

山
出
さ
せ
る
な
ど
圧
力
を
強
め
る
。
国
や
県
が

た
こ
と
し
か
認
め
な
い
の
は
地
方
分
権
に
反

介
入
で
は
な
い
か
。

福
島
県
内
の
保
険
税
を
統
一
す
る
た
め
の
課

理
の
取
り
組
み
の
一
環
と
認
識
し
て
い
る
。

共
産
究

を
つ
く
れ

し
建
設
に

つ
で
し
ま

っ
て
ほ
し

文
化
セ

的
ホ
l

ル

出
庫
ま
で

対
策
と
し

を
通
し
ま

市
に
は

①
文
化
セ

料
及
び
無

る
よ
う
繰

②
満
車
時

と
を
周
知

利
用
を
呼

③
上
下
水

す
る
こ
と

④
無
料
』

と
。
等

E

質
問害

門
そ
h

を
棒

認
め

す
る

答
弁
:

題
整

渋麗
滞山
立
体
駐
車
場

・
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
に

市
議
団
は
狭
い
敷
地
に
大
型
立
体
駐
車
場

ば
渋
滞
混
雑
は
必
歪
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

い
反
対
し
て
き
た
経
緯
は
あ
り
ま
す
が
、
作

Z

っ
た
以
上
は
市
民
に
役
立
つ
駐
車
場
で
あ

ν
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
大
中
ホ
l

ル
、
中
央
公
民
館
多
目

ル
同
時
利
用
な
ど
で
満
車
に
な
っ
た
場
合
は

.
ω分
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

V
て
無
料
の
方
で
も
事
前
精
算
機
に
駐
車
券

一
し
ょ
5
0

ゲ
ー
ト
が
自
動
開
閉
し
ま
す
。

一
対
策
と
し
て

」
ン
タ
ー
や
中
央
公
民
館
の
協
力
も
得
て
無

用
料
化
対
象
の
方
も
事
前
精
算
機
を
活
用
す

り
返
し
要
請
す
る
こ
と
。

唱
に
は
最
大
出
庫
ま
で
叩
分
程
度
必
要
な
こ

し
分
散
出
庫
や
他
駐
車
場
、
交
通
機
関
の

び
か
け
る
こ
と
。

-
道
局
の
敷
地
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
提
供

共産党市麓団が紹介議員となった請願の6件が不採択に

採決の結果

不祭択

不採択

不採択

問
団
判

物
価
高
脂
下
に
お
げ
る
・
難
者
支
援
貨

・
商
店
街
街
路
灯
の
維
持
管
理
に
支
媛
を

質
問
:
商
店
街
の
衰
退
の
中
で
街
路
灯
を
管
理
し
て

い
る
組
合
は
組
合
員
の
減
少
と
電
気
代
高
騰
で
存

続
の
危
機
に
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で

①
管
理
組
合
の
実
態
調
査
を
行
い
新
た
な
支
援
策

等
を
検
討
す
る
こ
と
。

②
当
面
の
措
置
と
し
て
電
気
料
補
助
割
合
を
高
め

る
。

③
希
望
に
よ
っ
て
は
電
気
料
金
額
補
助
が
で
き
る

公
衆
街
路
灯
八
の
移
行
も
検
討
す
る
、
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

答
弁
:
①
組
合
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
補
助
金
申
誇

時
な
ど
に
行
う
。

②
補
助
割
合
は
8
0
%

と
高
い
水
準
な
の
で
引
き

上
げ
は
し
な
い
。
今
後
の
電
気
料
等
の
推
移
を
注

視
す
る
。

③
商
店
街
街
路
灯
は
商
業
目
的
、
公
衆
街
路
灯
は

一
般
通
行
人
の
た
め
の
防
犯
灯
で
あ
り
目
的
が
違

恒
勺
〆

請願名

インボイス制度導入の中止を求める意見書提出の請願

国民健康保険税の負担軽減を求める請願

後期高齢者医療の保険料を引き下11、 75歳以上の一定所得以上
の高齢者の窓口負担2倍化中止を求める請願

郡山市における高齢者ドライパー免許返納を促進するために高齢者の乗り
合いパス無料化を求める諸願

不ì*択

不採択

不採択

採択

保険調剤薬局への無料低額診療事業に関する鶏願書

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出について

原発回婦をまねく GX法案に関する請願書



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 G野 (:曇 高橋奇襲
日本共産党郡山市議団

区 分 事 商 費 自 金 額 小計，

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費
J 

講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料
t 

• 会場費 予定通費

白動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む)
ウェプページ

トー
掲載代

茶菓子代 振込料

会場費
¥. 

交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料
ヲ

交通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印別製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新聞(日刊紙) 雑誌等購読料
購読料

等有利料用デ料]タベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 {牛 費

振込料
、

事リ務ー機ス器代等備品購入費

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

緩込料 配送手数料

通信運搬 市民アンケート返信郵送 電話料等(按分) 郵便料等 166, 826 
11 
自動車燃料費 代 自(按動分車燃)料費

166826 
その他

支出年月日 2023年4月 20 日 現金出納簿
2 合計 166, 826 支出番号



• 

• 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 2

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1510 調要事請査務院研榔所究繍費費 !1i (26 研会齢修議醐費費・自動1|37轍広資料費料報作(郵成僻費費時) || 48 広 聴 費資料購入費 l 郵送料等

支出費目を記入

市民アンケート回答返信郵便料金の支払い
支出目的 一四宇一一回一明日酎申ι戸時町山町四一日明申一一，-田町一一回一一一申帽"ー一回一回一一一一町一回目一回目曲目四日一一回一司自由-'一一一一ー一再開ー_.-一明申叩『一一日一悼目白白』町田」1 ー回目，ーーー悼『同骨一一世田町一回--輔甲山白血-，，~申由叩-

(支出事由) 一一一一一一…『ー…一一一一一一…一一… a一圃，~._.

市民アンケート回答返信後払い郵便料金の支払い
一一…一一一一一一一一一一一一一一一，一一

内 谷p品『

一 一一一一一一一一一一一一一一

支出年月日 支 出

2023 年 4 月 20 日 日本郵便株式会社

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

}j!J紙

先

議員氏名

に

町ーー“・ーーー--・ーー回圃晶画占ー回目曲『恒幽岨ーー幅四ー~W_~明日ーーーー回『帽"ー・~咽ー司品ー胃骨骨骨--ー一回l

支出 金額

166， 826 円

高橋善治③

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付じてください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



。

r
J初
旬
v
ν
J
主
哉
は
爪
け
吋f
J
U付
心
お
側

F

付
-
h
w略
的
援
制
昨
抑
単
価P
Q総
轄
※

/ 

一一一一←ー一一一一一←ー-一一

(Receipt) 書収領
回目

2023年 5月 6 日発行日間

ご誇求番号
(Billing 10) 

お客さま氏名 (Customer)

日本共産党郡山市議団論4 820160-1016961-00 
御中

2023/03/01~2023/03/31 料金後納ご利
用額

ご請求の内訳
(Billing Details) i俳

円
円

166, 826 領収金額 (Amoûnt Paid) 
(うち消費税相当額)

右記、金額を 2023年 4月 20 日付けで

東邦
郡山市役所

金融機関
口座振替により領収致しました。

• • 

饗
士
山
九
眠
排
帥
黒
区
括
主
剤
薬
む
州
内
抑
足
感

附
川
川
幽

州
制

主手

』匹

官
経
山
市
コ
総
旧
仰
「

-
R



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 ⑮ ，い(;会!~忍.-仁A者
高橋善導

日本共産党郡山市議団
区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

• 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

ワェプページ
送料(折込料含む)

掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費
/ 

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 援込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 「自治と分権」第91号 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料 2,000 2, 000 

等有利料用デ料ータベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

一、 振込料

備品購入費 事務機器代等
リース

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬・
電話料等(按分) 郵便料等

11 
自動車燃料費 自(按動分車燃)料費 その他

支出年月日 2023年4月 25 日 現金出納簿 ミ 合計 2, 000 支出番号・



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 3

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

語!:半出品4 広聴費③ 資料購入費 雑誌等購読料

支出費目を記入

「自治と分権」第 91 号購入
支出目的 白"斗明 "司骨由市市山.~.._-同戸開明ー--四割骨E田町田明戸司・『帽"・M神品肺司"由自由畑町輔副坤帽何世曲ー』時恒悼碑ー暢間引市町骨骨白山目白，-._._---ー値目ーー叫目白幽軸桐岨咽幹嗣輔自由開円相戸』由時四団』回目ーーー“

(支出事由) 一一一一._------.一一一一一一一 }骨一--ー回世情」品目四国岨白幽同一一ー，ーー一一一伺申曲ー』山町一一"一四曲一一一-'-日『・一明・』骨『刊

, 

「自治と分権J 第 91 号 Z 冊購入代金の支払い
同一ーー甲山由rー『ー"一ー-日『ー四曲目暗唱曲』明柵ーー---ー町一・---一世司輔『ーー--申司自由ー自陣『四四F申世ー一ー伺由自由.-申~一一』曲目ー---開山由ー悼』町田回一-~-戸一~ーー山神--四時#ーー曲目・『自由_._，帽何一一・回』帽占尚一---ー・

'内
容

トー一一一ー一一←一一一一一一一一一一一一一尚一一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一句一一一一一一一一

支出年月日 支 出、先 支出金額

2023 年 4 月 25 日 郡山市職員労働組合 2000 円

上記のとおり支出じます。

議員氏名 高橋善治畳一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

5}'J鉱

様
N�. 

き 1 バÒ7Jジー
宗主主;ち )F a 仏~/川仁川\:.-¥. Z 

'，~.\ \.ニぷ:食品ぷ\年丘月 4h 上記正に領収いたしました
三ご内需憐ji| 諸島長老均三.--九 L

下う01 二〈 二 %1 諸制持-..， T全て- "," ".-.  

円入Jご:\時|錦繍税制 一一-
1$ 抵1: 「 :刻消蹴僻 ~一 執行委員長

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



税込

木月書店の最新刊
東京都文京区本郷24JZ27で .... ""C.-ð~.~ぷ.......:
メルマガ町言中 vよJi nt・0M8m4日51(代〉

..........叫 U ，，" I .:l IIUl巳fl.CO.JP

川
川
」
品
川J叶d
U
J

特
集
地
方
政
治
を
問
う
l

く
ら
し
、
議
会
、
自
治

地
方
自
治
と
地
域
再
生
の
危
機
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
か

岡
田
知
弘
(
京
都
橘
大
学
教
授
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
)

「
コ
ロ
ナ
後
」
に
向
け
た
地
方
公
衆
衛
生
行
政
の
課
題

|
l

地
方
制
度
と
の
関
わ
り
で
松
田
亮
三
(
立
命
館
大
学
教
授
)

「
医
療D
X

」
が
も
た
ら
す
医
療
の
変
容

!
l

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
、
保
険
証
廃
止
の
狙
い
松
山
洋
(
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
)

子
ど
も
た
ち
に
も
う
1

人
保
育
士
を
!

|
|
い
ま
こ
そ
!
山
を
動
か
そ
う
!
武
藤
貴
子

(
「
子
ど
も
た
ち
に
も
う
1

人
保
育
士
を
1

」
実
行
委
員
会
、
白
戸
治
労
連
保
育
部
会
事
務
局
長
)

自治労連・地方自治問題研究機構
Jichiroren Institute of Local Government 
no. 

91 地
方
議
会
の
改
革
課
題
を
考
、
え
る

|
|
第
お
次
地
制
調
答
申
に
も
触
れ
て

榊
原
秀
訓
(
自
大
学
教
授
)

仁科喜世志さん

「
岡
山
県
家
庭
教
育
応
援
条
例
」
反
対
の

取
り
組
み
と
そ
の
影
響

黒
部
麻
子
(
フY
ラ
イ
タ
ー
)

.r新しい戦前」を食い止めるために一一魯毘賞者の墨負担冨

日本は本当に戦争Eに備元る
のですか? 鹿構の「有事』と寓のリXタ
岡野人代・志同陽ヱ・t協桂一一一一ー
敵基地攻撃能完・米軍:雪一 日空空工包月楽園子・
野の気鋭の論客が真の危機を臨する緊急出恥@り

I諮働教机・「どうせ変わらな川から「変えられる」ヘ

長野!現場から変える!教師の働
一…斗できることから始めるローカルな学校改革

;片山悠樹・寺町晋哉・粕谷圭佑編著政策の旗は振られでも改普しない
T 教育現場の多忙。解決の道はボトムアップの改革に。枚方市の改革を蘭奮
した研究者と現場教員にJ:る提言の書。 A5判・ 1980円

.r未来の教室」それとも「ディストピアJ ? 

教育DXは何をもたらすか
「個別最適化」社会のゆくえ

中西新太郎・谷口聡・世取山洋介著福祉国家構想研究会銅
一見、魅力的な教育 DX構想の能力主義的な問題を読みとき、ケア的かか
わりを軸に教育の人間的な関係の再構築を提示する。 46判・ 2200円

ISBN978-4・272・79191 ・0

C0331 V1000E 

函南町から富士山を一望定価 1100円(税10%)

大月書店
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別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 ⑮ GZ) 高橋通
日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負抱金・会費 交通費

2 研 イ彦 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費
c , 

振込料

• 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料{折込料含む) ウェブぺジ
掲載代

，ー

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

護請
5 情活動費 自動車燃料費 資料作成費

援込料

会場費 交通費

6 会 議 受 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻訳料199 、

7 資料作成費 コピー代金 199 
筆耕料 振込料

ノ

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新聞(日刊紙)
雑誌等購読料購読料

有料データベース
振込料

等利用料
、

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込科

備品購入費 事務機器等
リース代

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代
1 

振込料 配送手数料

通動信車運燃搬料 ・
電話料等(被分) 郵便料等

11 
自費 自(按動分車燃)料費 その他

、

支出年月日 2023年4月 26 日 現金出納簿

/ Lく
Aロ、 雪ロt 199 支出番号



包
名

五出重量

費目

支出明細書兼支出証明書

α
一
費
扮
一
肌

E
•

If 

5

一
車
計
一
広
…
資

該
一

※
←
 

分区

ゼァ:Æ1 (費聴4 費報広費修研2 調査研究費1 

8 資料作成費

通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

費 1議i込
"ﾄ  6 膿

一
費

糊
一
所

慎
一
務

請
一
手

商
女
一
言
可

5 

支出費目を記入1 1 10 

ム
V
l

，
口μ

、

J

，
由事出支

目出支

，ヂセ，

--t:l"" 内

額出金支先出

三宅を学易考察務

支'支出年月日

2-0 2-- 3 年V月1--b日
/デ

上記のとおり支出します。

高橋

1 

一一一一句一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一「→一一一

議員氏名

i 印紙!
書

τ
J
 

領
一

004179 30-N2 

三英堂
代表取dT1

郡山市大町1一

年

\~J~5:ど1LjrJ;九時ぷL~ 様
下記の通り領収致しました S 

111 
同「胃「守

営業センター郡山市喜久田町卸1-50-1
電話 (024)959-6220 (代) FAX 959-6461 

摘要

言十

額金価品

令和羊報

額

計

税費

」色、
口

t首

• 



• 

• 

号車
百目

日本共産党郡山市議図 様

7't8の'iffjt:J諸表1fj{レf!K尻

合計金額 l
ロEコロ 名

1 月分 複写サービス料金一

2 月分 複写サービス料金

3 月分 複写サービス料金

求

平199 .一
線必みJ

数量

モノク口 2 

カフー 。

モノク口 96 

カラー 。

モノク口 298 

カラー

消費税及び地方消費税を加算した価格です。

-^-、 計Eコ

備考

書

令和宮年 4 月ムZ日

単位 単価 金 額

枚 0.495 。

枚 5.3273 。

本文 0.495 47 

枚 5.3273 。

枚 0.495 147 

枚 5.3273 5 

199 

No.103717 



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 G診 高橋善犠
日本共産党郡山市議団

区 分 事 出 費 自 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料 ( 

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修!費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食樋費

振込料

• 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む)
ウェブページ
掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費
市民アンケート回答集

自動車燃料費 資料作成費 72, 600 72, 600 言十
茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費• 振込料
; 

ヘ

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費、

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新聞(日刊紙)
雑誌等購読料購読料

有料データベース 振込粋等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 |事P 務ー機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 ‘印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬・
電話料等(按分) 郵便料等

11 自動車燃料費 自(動按分車燃)料費 その他

支出年月日 2023年6月 17 日 現金出納簿 三~ 合計 72, 600 支出番号



• 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 5

区 分 ※該当する区分にO印 費 自 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 ④広聴費
一一{ 山一一一

一一5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 資料作成費
一時一自

1Q 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

1 

市民アニ〆ケート回答集計費用の支払い
支出1 目的 ...岡..一闘一“叫...“'‘由占睡一一町同一帽山.山一嗣.帥 …一同同酎由叩叩一.向酎町山"叩"問'同町"'叩"問

(支出事由) ~問--甲副ーー・a田町M町四国.-一周-由由胃申市輔吋世間、時'叩刊副回目桐咽岬制崎値制嗣駒田由.-輔副_.-司伺開由開田e・e・"輔--同h古田伺.. 由甲山咽目"“情材--咽同ーー世四.ri."目'帽...恒岡田町由日情日制明"一一-醐咽.-・・ー唱叩"骨嗣帽白骨骨・司自拍唱岡市内_.叫-・e周情"ー・山市咽ー曹司個喝占世叩司山田町田晶申・申4周目拘司輔'咽岡山柑・ー“..由叩

市民アンケ}トの回答を項目ごと集計作業費用
...-骨院勾骨骨F相『帽明開圃由明岨骨骨由世叩蝿輔自‘日明冊目伸-'.ーー・司鴫・ーーー-----園田町甲山ι，..，ーー崎岨・ー崎山由"四駒田E・司・・四国司司制h帽白聞向』甲・山田唱山由時四ー・引申".崎町・_..山由--申・・-回目・回開'咽-_.....甲山崎Mー輔四・ーーーー町田胃町一旬申日値岨骨骨甲山・“司自由曲目回目"自由--喝'ー・回，，-“自園田"ι

内 廿H酢

-咽軒叩・・・"・帽同"・，，-‘・ー._-円・...-..-岬司曲_.-覗胃句・陶噌帽H・.，--事情崎戸駒田-岨亭岨M・M・-ー・“"・"‘ー-----“"・句伺辱輔骨・ー由F両陣_.伺由同宇--・幽肺甲骨....崎骨骨・，，-・・副剛H・・・..，-ー“-・・・..-・"目白骨4何竺白'ーー-・四・噂園開".ーー・・ー...._._-.・胃・叫・胸骨...... ・・・.-..個均・"・・・崎帽"咽帽明・4争崎明'岬岨--ーー悼・司自由園田働悼“個目"但-桐開胸骨._..嗣陣-駒田岨・a

支出年月日 支 出 先

2023 年 5 月 17 日 有限会社郡山共同印刷
/ 

上記のとおり支出します。
、

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額

72 , 600 円

高橋善治鶴魯

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



• 

• 

別記第11号様式

領収書等整理票

請求書ゐ壮年 4 月初日

\
;
ー
'

No. 

空轡官∞4 福島県郡山市中町15-2泊

詑郡山共同印刷
取締役社長.
電信-(024)932--6958 

日本多と進党郡山キ議官1_埜
下記のとおり御請求申し上げます

ムt

¥-'  

品名 ) I 

也事; 」よ ，国_.ーー

3 

4 

5 

6 

Lト JJ1J 
|問 |lJO%l| i l 税合計込金額 1l ゴぃ .!-.12~ ぷ C) O

コウヨウ 333

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



|総合計 e • 市民アンケート集計 No.1 

1 .最近の暮らし向きは 総集計 回答総数

1.良い 52 

2. まあまあ . 681 

3. 少し苦しい 1223 
、

4. とても苦しい 795 
無回答 35 2786 

2. 1 の原因としてどのような理由が考えられますか

1.新型コロナ禍の影響 370 

2. 賃金や年金などの減少 1200 
3. 物価の高騰 1768 

も 3 ・医療・介護費用の増加 583 
r 

5. 教育費の増加 295 a ・.

6. その他・無回答 248 4464 
ん

3. 郡山市政の重点政策として何が必要か

1.物価高騰対策 2165 

2. 新型コロナ対策 386 

3. 地震・洪水などの災害対策 636 

4. 子育て支援 852 

5. 高齢者支援 1213 

6. 障がい者支援 722 

7. 中小・零細・農業支援 544 

8. 企業誘致 396 

9. 再生可能エネ/レギーの活用 412 

10. ゴミ減量を含む環境政策 400 



l 総合計 e
市民アンケート集計 No,2 • 合計

11.医療介護体制の充実 499 

12. 核兵器廃絶などの平和政策の充実戸 388 

13. その他・無回答 138 87~1 
4. 物価対策として必要なことは何だと思いますか

1.生活資金の給付 1059 

2. 消費税の引き下げ 1271 

3. 賃金・年金の引き上げ 1878 
4. 中小零細事業者・農業への支援 584 に、

5. 経済弱者への支援強化 872 

6. 医療・介護・子育てにかかわる費用負担軽減 1027 

も 7. その他・無回答 122 6813 
5 新型コロナ感染症対策として何が必要か

1.感染状況やワクチンに関する情報提供 784 

2. 治療薬の開発普及 1245 

3. 医療・介護・子育て施設等の現場への支援 937 

4. 検査、治療の拡充と無料継続 1421 

5. 2類相当から5類相当への変更 392 

6. その他・無回答 260 マ 5039
6 郡山市の子育て支援策として何が必要か

1.結婚希望者の出会い支援拡充 410 " 

2. 新婚家庭への家賃等の経済支援拡充 790 

3. 保育料の全年齢無料化 1268 
4. 障がい児療育体制の充実 634 
5. 学校給食費の無償化 1322 



|総合計 e
市民アンケート集計 No.3 • 合計

6. 遠距離通学高校生への交通費支給 532 

1006 
2 

7. 大学・専門学校生等の返済不要の奨学金新設

6. その他・無回答 351 6313 
7. 高齢者支援策として何が必要か

1.国民年金でも入所できる高齢者・介護施設 1533 

2. 現在75歳以上に限定されているパス・タクシー 888 

3. 高齢者路線パス無料制度の実施 1200 

4. デマンドタクシー制度の改善・充実 418 

5. 補聴器購入費助成制度の創設 553 

6. 70歳以上でも希望すれば働ける場の創設 1181 

7. その他・無回答 225 5998 
女年代別

10代 53 

20代 228 

30代 324 

40代 265 
50代 373 

60代 535 

70代 512 

80歳以上 335 

不明 161 2786 



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 r ⑧ c. 忌r土、喝j、 高橋噛日本共産党郡山市議団
、 --区 分 事 由 1 費 自 金 額 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 領込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費 l

送料(折込料含む)
ウェブページ
掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自慰j草燃料費 11 :資料作成費
r 1 

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要活請 ・
B 陳情 動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻叡料t
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 にノー 新聞(日刊紙)
雑誌等購読料購読料

有料デ用料ータベース
等利 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 I事リ務ー機ス様代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬・ 市民アンケート返信郵送 電話料等(按分) 郵便料等 3, 744 
11 自動車燃料費 代 自(按動分車燃)料費

3744 
その他

支出年月 r 日 2023年5月 22 日 現支金出出幸納簿
番号 6 合計 S, 744 



• 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 6

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

:ゴ輩出日明邑:品主: 金入10 事務所費 ⑪ 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

l 市民アンケート回答返信郵便料金の支払い
支出目的 “一一目・・山田・ー_.........一………""…「一....…・閉山・山山岡田剛一ー』山一四山市町~.....-一一可申申目白叩a・・.....ー一一H・a・-一回司自司ー叩抽間刊四回一四回一冊目山町一一"一一....-.. …山由一一一'"町田M叩即-"回目白一町一一"甲山吋叩団地.._.由-"ー山田国ー

(支出事由) 一一一…一一一一一一一一一一一一一一一…同町一一一一一一一… 咽回目白“町圃唱-"日園町四ー」

市民アンケート回答返信後払い郵便料金の支払い
ーー一自陣ー崎町一ー一一一一山町甲輔自・・甲山ー・円相.._.由"ー甲山一目ー叫明司"'-一一'.-_....-一一._.._...._.咽』崎町市由四戸時品川山一回ーー『柏崎一一一一四四四四四四一一一-~一一』叩叫ー・............. 一一田町四一一一一ーー}川町四百一戸山一ー…『ー甲

内 廿""" 
-"-個目甲由ー一-伺明司叫・一一吋1・一一由・'-'回由司..-.....田町山田』回申山由ー叫由"山田司ー{同開噛・申司ー"“，，-由輔自恒由"一回申ーー----由"困骨由"一回・・ー由時一日明唱曲目白岨・四回自由悼---増田-_._..一四国同M・『田植帽嶋田町-司自『ーー『一一目酪...._..町一回』甲山

支出年月日 支 出

2023 年 5 月 22 日 日本郵便株式会社 j

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

先

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額

3, 744 円

高橋善治‘

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。
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(Receipt) 書収領回R

間
2023年 6月 8 日発行日

齢~
820160-1001478-00 こ請求番号

(Billing ID) 
御中

お客さま氏名 (Customer)

日本共産党郡山市議団

緋 2023/04/01~2023/04/30 料金後納ご利
用額

ζ請求の内訳
(Billing Details) 

同
川
山
勘

州
判 円

円

3, 744 領収金額 (Amount Paid) 
(うち消費税相当額)

右記、金額を 2023年 5月 22日付けで

口座振替により領収致しました。
東邦
郡山市役所

金融機関

• • 

璽
主
岨
眠
排
抑
累E
E恒
伊
立
川
明
莫
b
d
内
伸
長
駆

主手

1凪
4p・

μ川
饗
中
口
総
旧
制
「
一
回



別記第 1 号様式 支出調(書

代表者 経理責任者 起案者

会派名 ⑧ @ 高橋増額
日本共産党郡山市議団 '¥ 

区 分 事 由 費 目 金 額 小雪十

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 J 講師謝金, 
出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

晦込料

• 4主総 会場費 交通費

争議4叫義有
自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 264, 000 報告書等印刷費 410, 300 

送料(折込料含む) 146, 300 ワェプページ掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶葉子代 振込料

交通費 旅費

要陳 請 ・
5 情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費'
新聞(日刊紙) 雑誌等購読料
購読料
有料データベース

振込料等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 f牛 費

振込料

備品購入費 事務機器等
リース代

ro 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

¥ 

電話料等(按分)
通動信車運燃搬料 ・

郵便料等

11自費 l自(按動分車燃)料費 その他

支出年月日 2023年7月 20 日
現金出納簿 ノ/¥ 合計 410, 300 支出番号

」



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 ア
区 分 ※該当する区分にO印 費目 名

1 調査研究費

4日品料作生出5 要請・陳情活動費 6 1 料購入費 広報誌(紙)
~一一一一
10 事務所費 111 、通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

会派市議会だよりの発行費用
支出目的 ー，.・・M・・4目場回“"“."崎司_MM'輔_.同同仲ー・"骨骨.-岨M'__争帽・-"._-"...~園山“ー・包-・....却 叫-"且・'..・e・'"租由 “"・，輔明与田..-・・・'".ー-・回目a・・"白'開"'M骨骨・e帽・4・"恒・闘岨..._..._-軒陪帯・・・・・"・園田町輔自・・.~_.._.-令制・由輔副_.四四白凶割削....，-網..'.........._.・M・・帽情"・""'"・ー."・e・・・』四->伺開輔_.・..'骨唱帽・回ーーー・岨圃『・・岨.，ー.."

(支出事由)

会派市議会だより 4 万枚の印刷費用支払い

内 ~ゴ骨・
H四戸四回目唱曲目H骨四四・・・明由吋目園田町田唱曲明ー・『・ーー・圃個目叫岡山田甲田・山田ー"崎引間目伺両個自由旬向.._-伺ー一司自由"回目白』一間・・圃同岨印刷_..帽_._..-四回目・園田圃.. ーーー岨a日司帽『町四-，----・白申回目“・司平田司・F・戸司副a・・・・由開刊輔鋪-_..__.叫._.-曲目轟陣白ム自白骨骨骨--四ーーーーーーーーー申一日2骨骨時四a・・唱

J フ

/ 

支出年月日 支 出 先 支出金額

2023 年 7 月 20 日 有限会社郡山共同印刷 264000 円
、

上記のとおり支出します。

議員氏名 高橋善治務

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙 、\

• 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できおい場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



別記第11号様式

領収書等整理票

請求書 20説年 7 月 10 B No . 

• 
哩丞去注意彦11 --wキぎた奥 様
下記のとおり御請求申し上げます

名 |数量

明間ー鹿児時福島県都山市中

ZE郡山共同
取締役社長
電話 (0

3 

4 

5 

品

7 

九
{

ム、
口

コクヨウ-333

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 mmX 2 面 207; 044 mIff. i 

2 対象外面積

① o mmX O 皿皿= 。 mIfi 

② mmX mm= mIfi 

③ mmX m皿= m最

④ mmX mm= mIff 

⑤ 皿皿× 皿皿= m品

• 計 。 mIfi・ ・ ・ 1・・

3 按分割合

u l ﾗ 100 対象外按分率 。 % 

4 対象経費算出

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率 。 % 。 円-・・ III

( 1 円以下切り上げ)

支出額 264， 000 円一泊=対象経費 264， 000 円

• 



6

月
議
会

報
告山市町に-・にカをあわ世帯島の暮らしと植樹を守る-・・E

H

任
期
最
後
と
な
る
定
例
市
議
会
は6
月
3
0

日
最
終
日
を
迎
一
え
市
長
提
案
議l

川
案
等
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
足
。
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
議
案
の
採
決
仁
川

川
あ
た
り
岡
田
哲
夫
市
議
団

E
Rか
唯
一
討
論
に
立
ち
、
市
長
提
案M
A議
案
の
う
ち
山

川
市
有
施
設
の
建
設
、
改
修
か
ら
維
持
・
管
理
、
運
営
ま
で
大
手
民
間
〈
基
宋
に
丸
投
刷
、

川
げ
す
る
事
業
手
法
を
前
提
と
し
た
指
定
管
理
制
度
導
入
と
国
保
税
課
税
限
度
額
剛

山
の
引
き
上
げ
と
そ
れ
に
伴
う
関
連
議
案
の
計

3

議
案
に
反
対
を
表
明
、
引
議
案
川

川
に
賛
成
し
ま
し
正
。
市
民
提
出
の

2

・
つ
の
請
願
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
間

四
た
。
山

川
ま
た
、
市
政
一
般
質
問
に
は
岡
田
哲
夫
、
高
橋
善
治
の
両
市
議
が
疋
ち
市
民
間

要
求
の
実
現
と
権
利
を
守
る
立
場
か
ら
品
川
市
長
を
問
い
質
し
ま
し
た
E

保
険
証
廃
止
の
中
止
を
小
i

健
康
保
険
証
の
廃
止
と
マ
イ

ナ
保
険
証
へ
の
移
行
が
、
今
国

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
も

7
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
保
険
証
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶

た
ず
、
世
論
調
査
で
も
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
は
反
対
が

多
数
で
あ
り
、
来
年
秋
か
ら
の
強
行
実
施
が
許
さ
れ
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
:
今
回
の
全
国
的
な
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
を
み
れ
ば
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ
l

ド
の
普
及
と
利
用
拡
大
は
一
度
立
ち

止
ま
っ
て
問
題
点
の
究
明
解
決
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

回
答
:
本
市
と
し
て
は
法
令
に
従
い
対
応
し
て
い
く
し
か

な
い
が
、
現
時
点
で
は
廃
止
時
期
も
明
確
に
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
「
資
格
確
認
書
」
の
事
務
手
続
き
な
ど
も
一
ホ
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
課
題
や
問
題
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

国
に
対
し
、
意
見
や
要
望
を
申
し
上
げ
て
い
く
。

生
活
保
護
基
準
を
福
島
市
並
に
引
き
上
げ
を

諸
物
価
高
勝
の
中
で
困
窮
す
る
生
活
保
護
受
給
者
の
問
題

で
は
、
受
給
者
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
の
認
識
と
級
地
指
定

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
当
局
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

質
問
:
年
金
削
減
の
中
、
物
価
高
騰
の
直
撃
を
受
け
て
い
る

保
護
受
給
者
の
生
活
状
況
に
対
す
る
当
局
の
認
識
は
?

答
弁
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
&
認
識
し

て
い
る
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
す
る
緊
急
支
援
事

業
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
実
施
す
る
。
対
象
者
に
案

内
チ
ラ
シ
と
申
請
書
を
7

月
中
に
送
付
し
、
7

月
下
旬
か
ら

支
給
を
開
始
す
る
。

質
問
:
生
活
保
護
の
給
地
指
定
に
お
い
て
、
郡
山
市
は6
区

分
の
下
か
ら
2

番
目
で
あ
る
3

級
地
1
1

に
属
し
て
お
り
、

初
万
都
市
の
本
市
の
現
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
せ
め
て
福
島
市

と
閉
じ

2

級
l
1

に
該
当
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

之71

作帆，拘J、

会一

公立保育所の手洗い場に温水装置

EE重量，. I盛蓋翠m霊E

日本共産党郡山市議団

市議会だより
No_ 151 2023年 7 月号

発行責任者向田智夫
郡山市八山田西五丁目 140-1

共
産
党
市
議
団
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
2

7
8
6

通
も
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、
「
公
立
保
育
所
の
園
児
た
ち
が
使
う
手
洗

い
場
は
温
水
装
置
が
な
く
、
冬
で
も
冷
た
い
水

で
手
洗
い
を
し
て
い
る
。
幼
い
子
供
た
ち
が
か

わ
い
そ
う
。
早
〈
温
水
設
備
を
」
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
担
当
部
局
に

持
ち
込
み
対
応
を
要
請
。

t
!

一
h

担
当
部
局
で
は
実
態
調
市
議
・
υ
門
刺
桜
之

一
切J
ロ
逼

E

査
を
す
ぐ
に
行
い
6
月
市
吾
川

e
X
H
r尚
一

議
会
に
8

，

4
9
7
万
円
ー
}
得
。

の
予
算
を
計
上
し
、
寒
〈
、
吋
サ
ぷ
舟
ゆ

n
t一

な
る
前
に
す
べ
て
整
備
す

l
L
出
弘
山

る
方
針
で
す
。
子
ど
も
た

d
川
可
」
i

ち
の
た
め
に
も
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
が

実
現
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

国
民
健
康
保
険
日
億
円
も
黒
字

値
上
げ
一
強
行
し
た
昨
年
度
(
令
和
4

年
度
分
)

財
源
不
思
を
理
由
に
し
た
令
和
4
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

値
上
げ
を
賛
成
多
数
で
議
決
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
財
源
不
足

ど
こ
ろ
か
日
億
円
も
の
巨
額
の
黒
字
。
こ
の
値
上
げ
案
に
反
対

し
た
の
は
共
産
党
2

人
と
虹
と
緑
1
人
の
3

人
の
み
。
こ
の
黒

字
を
生
か
し
て
せ
め
て
子
ど
も
に
か
か
る
均
等
割
(
子
ど
も
一
、

人
に
つ
き
3

万
1
1
0
0
円
)
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

子
ど
も
均
等
割
り
廃
止
は
9
5
0
0

万
円
あ
れ
ば

実
現
で
き
ま
す
ノ

郡
山
市
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
児
歳
以
下
被
保

険
者
は
4
6
5
8

人
。
収
入
も
な
い
児
童
生
徒
に
も
一
人
当
た

り

3

万
1
1
0
0
円
が
容
赦
な
く

れわうはい課
ばせかや子税
実る。めどさ

現と他るもれ
で年のベたま
き間減きちす
ま 9 額でに
す 5 制は課せ
。 0 度な税め

0 をいすて
万ー組でる収
円みし制入
あ合よ度の

な

、、

会

J 

38 乙"""，，，，，^



、 4白 J

高
齢
者
福
祉
事
業
団
の
委
託
離
読
を

(
岡
田
質
問
の
続
き
)

答
弁
・
級
地
指
定
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
1

年
3

月
、
詑
年
4

月
、
本
年
4

月
の
3

回
に
わ
た
り
文

書
要
請
を
行
い
、
担
年
8

月
に
は
市
長
自
ら
厚
労

省
社
会
・
援
護
局
長
に
要
望
し
て
い
る
。
さ
ら

-
に
、
本
年2
月
に
は
福
島
県
を
通
じ
て
、
級
地
区

分
・
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
し
て

い
る
。

N
P
O

法
人
郡
山
地
方
福
祉
事
業
団
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
準
じ
る
郡
山
市
の
認
定
回

体
と
し
て
、
こ
の
数
年
間
、
郡
山
市
の
開
成
山
公

園
等
の
除
草
業
務
を
受
託
し
て
き
ま
し
た
が
、
開

成
山
公
園
等
p
a
r
k
-
P
F
I

事
業
の
開
始
に

よ
り
、
事
業
者
の
大
和
(
だ
い
わ
)
H
ノ
l

ス
グ

ル
ー
プ
か
ら
「
次
年
度
か
ら
委
託
は
で
き
な
い
」

旨
の
話
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
門
:
高
齢
者
福
祉
事
業
団
の
委
託
業
務
を
継
続

.
，

u
ょ
う
、
市
は
大
和
リ
l

ス
に
話
を
す
べ
き
で

崎
司
な
し
カ

答
弁
:
当
初
、
大
和
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
出
さ
れ
た

計
画
で
は
、
「
1
7
4

人
の
地
元
雇
用
」
「
(
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
)
積
極
的
な
再
雇
用
を
図

-
る
」
と
あ
っ
た
。
市
と
し
て
今
年
1

月
に
は
「
地

二
域
雇
用
や
高
齢
者
の
再
雇
用
に
配
慮
す
る
よ
う
」

A
一
要
請
し
て
お
り
、
現
在
、
来
年
度
の
委
託
先
を
検

竺
討
中
だ
と
聞
い
て
い
る
。

麓
山
立
体
駐
車
場
の
有
料
制
度

見
直
し
を
園
田E
間
同
凶
園

あ
る
市
民
か
圃
・
圃
固
一
J
同
一

ら
「
市
の
主
催
圃
圃
・
圃
圃
圃
蹴
耐
暦
慣

行
事
に
参
加
す
圃
圃
園
開
錨
騎
関
門

る
た
め
麓
山
立
圃
圃
園
開
明
色
面
憎
E
=

体
駐
車
場
を
利
園
開
ド

‘
，
'
vた
の
に
、

-
-
-
-
v

4
咽
J
時
1
0
0

圃
・
・
圃
聞p
，
，
圃
宮

O

円
の
駐
車
料
圃
・
・
園
田
曹
司
声
，
嗣
園
山

金
を
払
わ
な
け
・
圃
・
園
田
園
事

p
t
I
Lド

れ
ば
な
ら
な
か
圃
園
間
際
}
惨

っ
た
。
」
と
改
善
を
求
め
る
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

質
門
・
県
庁
駐
車
場
の
よ
う
に
、
市
の
施
設
利
用

の
証
明
書
が
あ
れ
ば
時
間
に
関
係
な
く
無
料
と
す

る
よ
う
な
制
度
に
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
事
業
の

主
催
者
(
講
師
、
出
演
者
含
む
)
、
周
辺
施
設
の

使
用
料
免
除
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
施
設
職
員

が
駐
車
券
に
無
料
化
の
電
子
処
理
を
行
っ
て
い

る
。
市
の
主
催
行
事
で
あ
っ
て
も
、
一
般
参
加
者

の
場
合
は
該
当
し
な
い
。

高
橋
善
治
市
議
市
政
一
一
般
質
問

三
巌
未
満
児
保
育
料
の
無
料
化
を

質
問

無
償

• i 
4z z 
帆帆要

な
予
算
額

は
?

答
弁
:
約
ω
億

4

千
万
円
と
推

計
し
て
い
る
。

質
問
:
無
償
化

の
一
歩
と
し
て
、

わ
が
市
の
第
一

子
保
育
料
軽
減
の
対
象
と
金
額
を
拡
大
せ

よ
。

答
弁
:
す
で
に
1

億
7
0
0

万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
保
護
者
の
負
担
の
公
平
性
や

国
の
と
り
く
み
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
の
検

討
が
必
要
。

く市答弁をもとに作成>

区 分 軽減・無料制度の内容 無料・軽減策の市負担額

市民税所得寄j額 全額公費負担により無料。認可

48， 600円未満 外施設は月額35 ， 000円を限度に 約280人に3 ， 050万円
補助。

市民税所得割額 月 5 ， 000円を軽減。認可外施設 約760人に3 ， 690万円
133， 000円未満 は5， 000円限度に補助。

このほかに郡山市独自の多子世帯保育料軽減策があり約600人に年間4， 000万
円の支給を行っている。 一

質
問
:
後
で
一
戻
っ
て
く
る
と
は
言
え
病
院
で
い

っ
た
ん
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
市
民
も
い
る
。

窓
口
負
担
の
な
い
現
物
給
付
制
度
を
実
施
せ

よ
。

答
弁
:
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、
財
源

を
含
め
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
:
福
島
市
、
い
わ
き
市
、
若
松
市
で
は
実

施
し
て
い
る
。
県
内
主
要
都
市
で
実
施
し
て
い

な
い
の
は
郡
山
市
だ
け
だ
。

郡山市独自の保育料軽減制度の概要重
度
障
が
い
者
医
療
費
助
成
を

現
物
支
給
に
せ
よ

答
弁
そ
れ
ぞ
れ
の
市
に
お
い
て
違
い
が
あ

る
。福

島
県
に
財
政
的
な
負
担
を
求
め
よ

質
問
'
現
物
給
休
に
す
る
と
国
保
会
計
の
補

助
金
を
国
が
減
ら
す
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ

ラ
る
。
こ
の
廃
止
を
国
に
求
め
る
と
と
も
に
福

-
m島
県
に
対
し
て
財
政
負
担
を
求
め
よ
。

弘
答
弁
・
今
後
県
に
対
し
て
財
政
負
担
を
求
め
る

0

2
d
 

~ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

の
現
物
支
給
i

ー
来
年
度
実
施
へ

質
問
:
わ
が
党
の
質
問
に
対
し
て
来
年
度
実

施
め
ざ
し
て
課
題
の
整
理
や
検
討
を
行
う
と

し
て
き
た
が
、
進
み
具
合
は
ど
う
か
。

答
弁
:
来
年
度
実
施
を
目
指
す
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
ス
ム
ー
ズ
な
給
付
の
実
現
に
向

け
様
々
な
課
題
の
整
理
に
努
め
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

解
消
を
め
ざ
す
計
画
を
作
成
せ
よ

質
問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
が
1

3
2

人
と
な
っ
た
。

6

年
生
ま
で
の
入
会
も
視

野
に
待
機
児
童
を
な
く
す
た
め
の
計
画
を
作
る

べ
き
で
は
。

答
弁
・
今
年
度
実
施
す
る
ユ
1

ズ
調
査
や
就
労

状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
今
年
度
中
に
計
画
の
見

直
し
を
行
う
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導

入
に
向
け
た
準
備
を

質
問
・
わ
が
市
で
も
性
的
少
数
者
に
対
す
る
差

別
偏
見
を
取
り
除
き
理
解
を
広
げ
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
や
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
へ
の
明
文
化

は
理
解
を
広
げ
当
事
者
に
寄
り
添
う
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
社
会

a

つ
く
り
に
寄
与
す
る
の
で

立
。答

弁
・
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
多
様
性
の

尊
重
や
人
権
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
み
な
が
ら

国
や
他
自
治
体
の
動
向
に
留
意
し
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
対
す
る
検
討
を
継
続
す

る
。

質
問
:
性
的
少
数
者
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営

に
迅
速
な
対
応
を

答
弁
:
郡
山
市
地
域
防
災
計
画
に
性
的
少
数
者

に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
関
し
て
明
記
す
る

予
定
。

ぐ
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別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 7 

区 分 ※該当する区分にO印 費 国 名

1 調査研究費 2 研豆修豆費]|E③函広報費 4 広聴費
5 要請・陳情活動費 6 会 作成費 8 資料購入費 送料(折込料含む)
一一一一一

1-0事務所費 1 1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

会派市議会だよりを新聞朝刊に折り込み費用の支払い
支出白的 引田町由_.-何回ー守自制崎町同恒輔輔開縄問ー問団四帽帥-"幅抽咽由由自町四回一・司桐4伺山田山田四阿a四割柑町...1山由帽四四帽"岡山帽帽日叫H醐輔_.田.....・._...偶司守川田山田_...ー副司d由由.....__..輔薗4・--"・四時四四国・-"嶋田』恒叩M可申"ι由.__............-目骨副市山_._--岨自由司・・・融市回明帽喧叩四曲目“個-_.・-.-田町神"ー---

(支出事由) 一一一…一一一一一一一一-一一一一一._-.-_.一一 一一一 一一

会派市議会だより 38000 枚の折り込み費用
ー市同同値』刊吊骨一・町四一一曲目担問団骨骨司自明幽明・甲骨骨一・山崎町H目，，-崎-_.一同町田特ー-司自ーー._----一一，..-ー『ー叫山由同』ー宇戸回目甲山田向供品咽』帥 師四百曲目曲目一一四r一時同町曹司#ーーー神間四叩M戸申明田畑剛一叫幹回ー回目』由..-一ー-由・H""

内 廿......... 

-.........帽・-'・M幅制・_.場制叫制--・_.-司悼相同骨唱“何噸-司・"骨白'開_._.，，-・H・..__.._."・ー...句"“H・a・.....““a・"句"“'同時開宇岬」事晴樹'-ー帽咽匂_.輔軍司開』明司司何回・ー骨骨-・由..-・"--恥M骨輔剖a・a・e・..-・H・-ー・・".. 圃唱降輔岨悼坤--宇田M・・・ー-・+司_.・・“司世d胴喧岬恒a町唱回M・.-...‘・.-帽骨・ー"句叫ー・回同 四斗町一ーー叩句叩可申"向繍.

支出年月日 2支 出 先 支出金額

2023 年 7 月 20 日 有限会社郡山共同印刷ー 146300 円

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

}3rj紙

/ 

議員民名 高橋善治 (筆記
、 E 叩

el 、

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



• 

別記第11号様式
目‘"

領収書等整理票

び料金内訳明細書等貼付欄

請求書 2O~~ 年 7 月 10 日

田本美産党郡山中議-血
J 下記のとおり御請求申し上げます

3 

A 

5 

ó 、

7 

メ』
口

コヲヨ ウー333

才業

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

No. 

h 
g 



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 皿× 382 m皿×

2 対象外面積

① O 皿× o m皿=

② mmX 血血=

③ mmX m皿=

④ 皿皿× mm= 

⑤ mmX m皿=

計

3 按分割合

2 面 207， 044

。 m前

lI1ll1 

lI1ll1 

m品

m品

。 mm2 ---u ・・

註 -7- i X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

m品・

支出額 146, 300 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円・・・出

( 1 円以下切り上げ)

支出額 146, 300 円一世=対象経費 146 ， 300 円

ζ〆



6

月
議
会

報
告山市蔵に• 4にカをあわ世間縄らしと橿品守る

刷
任
期
最
後
と
な
る
定
例
市
議
会
は

6

月
3
0

日
最
終
日
を
迎
一
え
市
長
提
案
議
川

川
案
等
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
議
案
の
採
決
に
山

町
あ
た
り
岡
田
哲
夫
市
議
団
長
が
唯
一
討
論
に
立
ち
、
市
長
提
案
包
議
案
の
う
ち
山

川
市
有
施
設
の
建
設
、
改
修
か
ら
維
持
・
管
理
、
運
営
ま
で
大
手
民
間
企
業
に
丸
投
剛

山
げ
す
る
事
業
手
法
を
前
提
と
し
た
指
定
管
理
制
度
導
入
と
国
保
税
課
税
限
度
額
川
.

m
の
引
き
上
げ
と
そ
れ
に
伴
一
つ
関
連
議
案
の
計

3

議
案
に
反
対
を
表
明
、
引
議
案
山

川
に
賛
成
し
ま
し
疋
。
市
民
提
出
の

2

つ
の
請
願
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
四

回
疋
。
間

四
ま
疋
、
市
政
一
般
質
問
に
は
岡
田
哲
夫
、
高
橋
善
治
の
両
市
議
が
た
ち
市
民

m

要
求
の
実
現
と
権
利
を
守
る
立
場
か
ら
品
川
市
長
を
問
い
質
し
ま
し
た
E

保
険
証
廃
止
の
中
止
を
↑

健
康
保
険
証
の
廃
止
と
マ
イ

ナ
保
険
証
へ
の
移
行
が
、
今
国

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
保
険
証
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶

た
ず
、
世
論
調
査
で
も
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
は
反
対
が

多
数
で
あ
り
、
来
年
秋
か
ら
の
強
行
実
施
が
許
さ
れ
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
;
今
回
の
全
国
的
な
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
を
み
れ
ば
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ
l

ド
の
普
及
と
利
用
拡
大
は
一
度
立
ち

止
ま
っ
て
問
題
点
の
究
明
解
決
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

回
答
-
本
市
と
し
で
は
法
令
に
従
い
対
応
し
て
い
く
し
か

な
い
が
、
現
時
点
で
は
廃
止
時
期
も
明
確
に
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
「
資
格
確
認
書
」
の
事
務
手
続
き
な
ど
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
課
題
や
問
題
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

固
に
対
し
、
意
見
や
要
望
を
申
し
上
げ
て
い
く
。

生
活
保
護
基
準
を
福
島
市
並
に
引
き
上
げ
を

諸
物
価
高
騰
の
中
で
困
窮
す
る
生
活
保
護
受
給
者
の
問
題

で
は
、
受
給
者
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
の
認
識
と
級
地
指
定

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
当
局
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
ο

質
問
:
年
金
削
減
の
中
、
物
価
高
勝
の
直
撃
を
受
け
て
い
る

保
護
受
給
者
の
生
活
状
況
に
対
す
る
当
局
の
認
識
は
?

答
弁
:
物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
す
る
緊
急
支
援
事

業
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
実
施
す
る
。
対
象
者
に
案

内
チ
ラ
シ
と
申
請
書
を
7

月
中
に
送
付
し
、
7

月
下
旬
か
ら

支
給
を
開
始
す
る
。

質
問
:
生
活
保
護
の
給
地
指
定
に
お
い
て
、
郡
山
市
ば

6

区

分
の
下
か
ら
2

番
目
で
あ
る
3

級
地
1
1

に
属
し
て
お
り
、

叩
万
都
市
の
本
市
の
現
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
せ
め
て
福
島
市

と
同
じ

2

級
1
1

に
該
当
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
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公立保育所の手洗い婦に温水装置

日本共産党郡山市議団

市議会だより
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共
産
党
市
議
団
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
2

7
8
6

通
も
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、
「
公
立
保
育
所
の
園
児
た
ち
が
使
う
手
洗

い
場
は
温
水
装
置
が
な
く
、
冬
で
も
冷
た
い
水

で
手
洗
い
を
し
て
い
る
。
幼
い
子
供
た
ち
が
か

わ
い
そ
う
。
早
く
温
水
設
備
を
」
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
担
当
部
局
に

持
ち
込
み
対
応
を
要
請
。

-
l

担
当
部
局
で
は
実
態
調
'
戸

ι
H
h￥
1
ι

d
u
川
口Vぃ-
z』

査
を
す
ぐ
に
行
い
6

月
市

4
ρ
・
ト
トH
r胡
-

議
会
に
8

，

4
9
7

万
円
)
気
。

の
予
算
を
計
上
し
、
寒
く
、
1
7
4凡
白
一

な
る
前
に
す
べ
て
整
備
す
訂
ト
》
邑

る
方
針
で
す
。
子
ど
も
た
バ
仙
y
h
」

ち
の
た
め
に
も
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
が

実
現
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

国
民
健
康
保
険
H
億
円
も
黒
字

値
上
げ
強
行
し
た
昨
年
度
(
令
和
4

年
度
分
)

財
源
不
足
を
理
由
に
し
た
令
和
4

年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

値
上
げ
を
賛
成
多
数
で
議
決
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
財
源
不
足

ど
こ
ろ
か
日
億
円
も
の
巨
額
の
黒
字
。
こ
の
値
上
げ
案
に
反
対

し
た
の
は
共
産
党
2

人
ど
虹
と
緑1
人
の
3

人
の
み
。
こ
の
黒

字
を
生
か
し
て
せ
め
て
子
ど
も
に
か
か
る
均
等
割
(
子
ど
も
一

人
に
つ
き
3

万
1
1
0
0

円
)
・
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

子
ど
も
均
等
割
り
廃
止
は
9
5
0
0

万
円
あ
れ
ば

実
現
で
き
ま
す

郡
山
市
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
凶
歳
以
下
被
保

険
者
は
4
6
5
8

人
。
収
入
も
な
い
児
童
生
徒
に
も
一
人
当
た

り

3

万
1
1
0
0

円
が
容
赦
な
く

課
税
さ
れ
ま
す
。
せ
め
て
収
入
の
な

い
子
ど
も
た
ち
に
課
税
す
る
制
度

は
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
他
の
減
額
制
度
を
組
み
合

わ
せ
る
と
年
間
9
5
0
0

万
円
あ

れ
ば
実
現
で
き
ま
す
。

コム332. """"'" 4ご



(2) 

N
P
O

法
人
郡
山
地
方
福
祉
事
業
団
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
準
じ
る
郡
山
市
の
認
定
団

体
と
し
て
、
こ
の
数
年
間
、
郡
山
市
の
開
成
山
公

園
等
の
除
草
業
務
を
受
託
し
て
き
ま
し
た
が
、
開

成
山
公
園
等
P
a
r
k
-
P
F
I

事
業
の
開
始
に

よ
り
、
事
業
者
の
大
和
(
だ
い
わ
)
日

l

ス
グ

ル
ー
プ
か
ら
「
次
年
度
か
ら
委
託
は
で
き
な
い
」

旨
の
話
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
門
:
高
齢
者
福
祉
事
業
団
の
委
託
業
務
を
継
続

h
肥
Q
ょ
う
、
市
は
大
和
リ
l

ス
に
話
を
す
べ
き
で

a
-
-
q
b

・
ヵ

答
弁
:
当
初
、
大
和
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
出
さ
れ
た

計
画
で
は
、
「
1
7
4

人
の
地
元
雇
用
」
「
(
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
)
積
極
的
な
再
雇
用
を
図

る
」
と
あ
っ
た
。
市
と
し
て
今
年
1

月
に
は
「
地

域
雇
用
や
高
齢
者
の
再
雇
用
に
配
慮
す
る
よ
う
」

要
請
し
て
お
り
、
現
在
、
来
年
度
の
委
託
先
を
検

討
中
だ
と
聞
い
て
い
る
。

(
岡
田
質
問
の
続
き
)

答
弁
:
級
地
指
定
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
1

年
3

月
、
担
年
4

月
、
本
年
4

月
の
3

回
に
わ
た
り
文

書
要
請
を
行
い
、
辺
年8
月
に
は
市
長
自
ら
厚
労

省
社
会
・
援
護
局
長
に
要
望
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
本
年
2

月
に
は
福
島
県
を
通
じ
て
、
級
地
区

分
・
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
し
て

い
ヲQ
a

高
齢
者
福
証
事
業
団
の
委
託
継
続
を

.，.白老;CZ;;; I 旬-~ー , 

麓
山
立
体
駐
車
場
の
有
料
制
度

見
直
し
を

あ
る
市
民
か

ら
「
市
の
主
催

行
事
に
参
加
す

る
た
め
麓
山
立

体
駐
車
場
を
利

用
し
た
の
に
、

.
時1
0
0

0

円
の
駐
車
料

金
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
」
と
改
善
を
求
め
る
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

質
門
:
県
庁
駐
車
場
の
よ
う
に
、
市
の
施
設
利
用

の
証
明
書
が
あ
れ
ば
時
間
に
関
係
な
く
無
料
と
す

る
よ
う
な
制
度
に
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
む

答
弁
:
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
事
業
の

主
催
者
(
講
師
、
出
演
者
含
む
)
、
周
辺
施
設
の

使
用
料
免
除
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
施
設
職
員

が
駐
車
券
に
無
料
化
の
電
子
処
理
を
行
っ
て
い

る
。
市
の
主
催
行
事
で
あ
っ
て
も
、
一
般
参
加
者

の
場
合
は
該
当
し
な
い
。

高
橋
善
治
市
議
市
政
一
般
質
問

三
歳
未
満
児
保
育
料
の
無
料
化
を

は
?

質
問

無
償
化•; 
42. ~ 
帆料必

要
な
予
算
額

答
弁
:
約
m
億

4

千
万
円
と
推

計
し
て
い
る
。
一

質
問
:
無
償
化
一

の
一
歩
と
し
て
、
一

わ
が
市
の
第
一

子
保
育
料
軽
減
の
対
象
と
金
額
を
拡
大
せ

よ
。

答
弁
:
す
で
に
1

億
7
0
0

万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
保
護
者
の
負
担
の
公
平
性
や

国
の
と
り
く
み
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
の
検

討
が
必
要
。

く市答弁をもとに作成>

区 分 軽減・無料制度の内容 無料・軽減策の市負担額

市民税所得審!額 全額公費負担により無料。認可

48， 600円未満 外施設は月額35 ， 000円を限度に 約280人に3， 050万円
補助。

市民税所得害l額 月 5， 000円を軽減。認可外施設 約760人に3， 690万円133， 000円未満 は5， 000円限度に補助。

このほかに郡山市独自の多子世帯保育料軽減策があり約600人に年間~， OOO万
円の支給を行っている。

質
問
:
後
で
戻
っ
て
く
る
と
は
言
え
病
院
で
い

っ
た
ん
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
市
民
も
い
る
。

窓
口
負
担
の
な
い
現
物
給
付
制
度
を
実
施
せ

よ
。

答
弁
:
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、
財
源

を
含
め
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
:
福
島
市
、
い
わ
き
市
、
若
松
市
で
は
実

施
し
て
い
る
。
県
内
主
要
都
市
で
実
施
し
て
い

な
い
の
は
郡
山
市
だ
け
だ
。

郡山市独自の保育料軽減制度の概要重
度
障
が
い
者
医
療
費
助
成
を

現
物
支
結
に
せ
よ

答
弁
:
そ
れ
ぞ
れ
の
市
に
お
い
て
違
い
が
あ

ス
》福

島
県
に
財
政
的
な
負
担
を
求
め
よ

質
問
:
現
物
給
休
に
す
る
と
国
保
会
計
の
補

助
金
を
菌
が
減
ら
す
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ

る
。
こ
の
廃
止
を
国
に
求
め
る
と
と
も
に
福

島
県
に
対
し
て
財
政
負
担
を
求
め
よ
。

答
弁
:
ム
寸
後
県
に
対
し
て
財
政
負
担
を
求
め
る
。

条一

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

の
現
物
支
給
l
i

来
年
度
実
施
へ

質
問
:
わ
が
党
の
質
問
に
対
し
て
来
年
度
実

施
め
ざ
し
て
課
題
の
整
理
や
検
討
を
行
う
と

し
て
き
た
が
、
進
み
具
合
は
ど
う
か
。

答
弁
:
来
年
度
実
施
を
目
指
す
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
ス
ム
ー
ズ
な
給
付
の
実
現
に
向

け
様
々
な
課
題
の
整
理
に
努
め
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

解
消
を
め
ざ
す
計
画
を
作
成
せ
よ

質
問
:
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
が
1

3
2

人
と
な
っ
た
。
6

年
生
ま
で
の
入
会
も
視

野
に
待
機
児
童
を
な
く
す
た
め
の
計
画
を
作
る

べ
き
で
は
。

答
弁
:
今
年
度
実
施
す
る
ニ
l

ズ
調
査
や
就
労

状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
今
年
度
中
に
計
画
の
見

直
し
を
行
う
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導

入
に
向
け
た
準
備
を

質
問
:
わ
が
市
で
も
性
的
少
数
者
に
対
す
る
差

別
偏
見
を
取
り
除
き
理
解
を
広
げ
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
向
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
や
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
へ
の
明
文
化

は
理
解
を
広
げ
当
事
者
に
寄
り
添
う
誰
一
人
取
、

り
残
き
な
い
社
会
づ
く
0

に
寄
与
す
る
の
で

立
。答

弁
:
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
多
様
性
の

尊
重
や
人
権
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
み
な
が
ら
7

国
や
他
自
治
体
の
動
向
に
留
意
し
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
対
す
る
検
討
を
継
続
す

る質
問
・
性
的
少
数
者
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営

に
迅
速
な
対
応
を

答
弁
:
郡
山
市
地
域
防
災
計
画
に
性
的
少
数
者

に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
関
し
て
明
記
す
る

予
定
n




